
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　翻訳対象文書の入力、翻訳文書の出力及び翻訳制御に関する入出力指示を行うインタフ
ェース部と、
　ある言語の文書を対訳パターン辞書および対訳語句辞書に基づいて他の言語の文書に翻
訳する機械翻訳装置と、
　前記翻訳対象文書を検索データベースに有する対訳文データベースおよび解析済み対訳
文データベースに基づいて前記他の言語の文書に翻訳する作業を支援する翻訳メモリ装置
と、
　前記翻訳メモリ装置で翻訳した対訳文またはユーザが翻訳した対訳文を解析した解析済
み対訳文を前記解析済み対訳文データベースに追加し、更に前記解析済み対訳文から対訳
パターンおよび対訳語句を抽出し、前記機械翻訳装置側の前記対訳パターン辞書および前
記対訳語句辞書に追加し、更に前記機械翻訳装置で機械翻訳が行われユーザによる修正を
経て翻訳が確定した対訳文を前記検索データベースに有する前記対訳文データベースおよ
び前記解析済み対訳文データベースに登録し、同時に前記機械翻訳装置側の前記対訳パタ
ーン辞書および前記対訳語句辞書に対訳パターンおよび対訳語句を追加登録することによ
り、前記機械翻訳装置で翻訳した対訳情報と前記翻訳メモリ装置で翻訳した対訳情報を共
通化して相互に対訳情報としての取り込みを可能とするデータ互換処理部と、
を備えたことを特徴とする翻訳支援装置。
【請求項２】

10

20

JP 3969628 B2 2007.9.5



　請求項１記載の翻訳支援装置において、
　更に、前記翻訳メモリ装置に翻訳を要求した際に、入力文による前記対訳文データベー
スの検索で類似文を検索すると共に、前記機械翻訳装置に入力文を渡して解析結果を取得
し、前記対訳文データベースの検索結果と前記機械翻訳装置から取得した解析結果を比較
して相違する入力語句を前記機械翻訳装置に渡して対訳語句を取得して対訳類似文の相違
語句を置換する類似文翻訳部を設けたことを特徴とする翻訳支援装置。
【請求項３】
　請求項１記載の翻訳支援装置において、
　更に、前記翻訳メモリ装置の検索入力文を前記データ互換処理部を経由して前記機械翻
訳装置に渡して解析結果を取得し、該解析結果を検索キーとして前記解析済み対訳文デー
タベースから構造の似た対訳文を検索して表示させる構造検索部を設けたことを特徴とす
る翻訳支援装置。
【請求項４】
　請求項１記載の翻訳支援装置において、更に、指定された用語の用例を検索して表示す
る表現検索部を設けたことを特徴とする翻訳支援装置。
【請求項５】
　請求項１記載の翻訳支援装置において、更に、翻訳する前に翻訳対象文書の大意を表示
する要約作成部を設けたことを特徴とする翻訳支援装置。
【請求項６】
　請求項１記載の翻訳支援装置において、更に、翻訳対象文書の文字数、単語数、表現等
を含む文書情報を計算して出現頻度順に表示させる概要計算部を設けたことを特徴とする
翻訳支援装置。
【請求項７】
　請求項１記載の翻訳支援装置において、前記インタフェース部が、翻訳対象文を表示す
る原文表示部と、翻訳した翻訳文を表示するシステム出力表示部と、編集指示を行う訳編
集部とを備えたことを特徴とする翻訳支援装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ある言語の文書を他の言語に翻訳する翻訳支援装置、方法及び翻訳支援プログ
ラムに関し、特に機械翻訳装置と翻訳メモリ装置とを連携させて翻訳を行う翻訳支援装置
、方法および翻訳支援プログラムに関する。
【０００２】
【従来技術】
従来、例えば英文を日本文に翻訳する翻訳支援装置としては、機械翻訳装置、翻訳メモリ
装置、電子辞書装置、インターネット用語検索装置、要約作成装置などが知られている。
【０００３】
機械翻訳装置は、ある言語を他の言語へ翻訳する計算機システムであり、翻訳対象文の文
法構造に着目して語順を変換する構文解析を行った後、更に文章中の情報に基づき各単語
の意味をとらえて翻訳する意味処理などを行っている。
【０００４】
機械翻訳装置は、実際の翻訳業務に耐えうる翻訳精度が出ないのが現状であるが、定型的
な文型や語句が頻出する分野に特化すれば、人間よりはるかに大量な文書を一定の文体と
訳語で翻訳できる。また、表などのように訳語が決まりきっているものに対しては高精度
で効率良く翻訳できる。
【０００５】
翻訳メモリ装置は、翻訳対象文章と翻訳文章との対訳文を対訳文データベースに蓄積して
おき、翻訳対象文を検索キーとして対訳文データベースを検索し、翻訳対象文に一致した
対訳文またはそれに近い文に近い対訳文を表示する。この翻訳メモリ装置は実際の翻訳業
務に使われており、文体や訳語の統一などの品質向上には貢献しているが、効率はそれほ
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ど上がっていない。
【０００６】
電子辞書装置は、辞書引きの作業を効率化するために、ＣＤ－ＲＯＭまたはインターネッ
トのホームページから単語やその用例を検索したりする支援装置である。
【０００７】
インターネット用語検索装置は、検索エンジンなどであり、単語を検索キーにして、その
単語を含む文書などをインターネットのホームページから検索する支援装置である。
【０００８】
要約作成装置は、膨大な翻訳作業を行なう際に、対象となる文書の要約を作成するもので
あり、要約を得ることで翻訳しやすくなる。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、このような従来の翻訳支援装置は、機械翻訳装置、翻訳メモリ装置、電子
辞書装置、インターネット用語検索装置、要約作成装置といった装置がばらばらに存在し
ており、これらを組み合わせて翻訳作業を行っても、以下の理由で十分な翻訳作業の効率
化は実現できなかった。
【００１０】
まず電子辞書装置やインターネット用語検索装置から検索してきた訳語は、機械翻訳装置
に辞書登録しなければ、機械翻訳に使用できず、辞書登録に手間と時間がかかる問題があ
る。
【００１１】
翻訳メモリ装置は、大量の対訳文を対訳データベースに蓄積して検索に利用しているが、
対訳データベースに蓄積した対訳文情報は、データ形式が相違するし、そのまま取り込む
ことはできないので、機械翻訳装置で活用することができない。
【００１２】
翻訳メモリ装置は、翻訳対象文を検索キーとして対訳データベースの対訳文との間で表層
レベルのマッチングしかとれないため、構文的に見て本来は検索されるべき対訳文が埋も
れてしまう。
【００１３】
また翻訳メモリ装置は、単なる検索システムなので、例えば単語が１語違っており、自動
的にその単語を変えれば翻訳できるようなものでも、検索結果を人手で修正しなければな
らない。
【００１４】
本発明は、機械翻訳装置と翻訳メモリ装置の連携により翻訳作業の自動化を高め、作業を
効率化して翻訳品質を向上させる翻訳支援装置、方法、翻訳支援プログラムを提供するこ
とを目的とする。
【００１５】
【課題を解決するための手段】
図１は本発明の原理説明図である。
【００１６】
本発明の翻訳支援装置は、翻訳対象文の入力、翻訳文の出力、翻訳制御に関する入出力指
示を行うインタフェース部１０と、ある言語の文書を他の言語の文書に翻訳する機械翻訳
装置１２と、対訳情報を蓄積した対訳データベース１６と、対訳データベース１６の検索
によりある言語の文書を他の言語の文書に翻 業を支援する翻訳メモリ装置１４と
、機械翻訳装置１２で翻訳した対訳情報と翻訳メモリ装置１４で翻訳した対訳情 共通
化して相互に対訳情報としての取り込みを可能するデータ互換処理部１８とを備えたこと
を特徴とする。
【００１７】
対訳データベース１６には、翻訳メモリ装置１４で使用する対訳文データベース２６と対
訳文を形態素解析や構文解析によって解析した解析済み対訳文データベース２８、及び機
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械翻訳装置１２で使用する対訳語句と対訳パターンを登録した辞書３２，３４が設けられ
，データ互換処理部１８は、機械翻訳装置１２で得られた対訳文又は翻訳メモリ装置１４
で得られた対訳文を修正したものを対訳文データベース２６に追加し、翻訳メモリ装置１
２で得られた対訳文またはユーザが翻訳した対訳文を対訳文データベース２６に追加する
と共に対訳文を解析して得た解析済み対訳文を解析済み対訳文データベース２８に追加し
、更に解析済み対訳文から対訳語句及び又は対訳パターンを抽出して機械翻訳装置１０側
の辞書３２，３４に追加する。
【００１８】
これによって機械翻訳装置で得られた対訳情報が翻訳メモリ装置で使用する検索用のデー
タベースに反映され、同時に翻訳メモリ装置の検索用データベースに蓄積されている対訳
情報が機械翻訳装置の辞書に反映され、それぞれの対訳情報が共通の資産として活用でき
ることで、翻訳作業の自動化が更に押し進められ、作業の効率化と翻訳品質の向上が期待
される。
【００１９】
データ互換処理部１８は、対訳データベース１６の解析済み対訳文から自動抽出された対
訳語句候補や対訳パターン候補に確信度を付して表示させる。これにより確信度の低い候
補を辞書に登録するか否かユーザが判断し、また確信度の高い候補だけを自動的に辞書登
録するようなことができ、機械翻訳装置に誤った対訳語句や対訳パターンが登録されてし
まうことを防ぐ。
【００２０】
本発明の翻訳支援装置は更に類似文翻訳部３６を設ける。類似文翻訳部３６は、翻訳メモ
リ装置に翻訳を要求した際に、入力文による対訳データベースの検索で類似文を検索する
と共に、機械翻訳装置に入力文を渡して解析結果を取得し、対訳ベースの検索結果と機械
翻訳装置から取得した解析結果を比較して相違する入力語句を機械翻訳装置に渡して対訳
語句を取得して対訳類似文の相違語句を置換する。
【００２１】
このため対訳データベースから類似文が検索された場合、相違する語句が機械翻訳装置と
の連携で自動的翻訳され、翻訳メモリ装置から得られた対訳文の語句の誤りを人為的に修
正する必要がなくなる。
【００２２】
本発明の翻訳支援装置は、更に、構造検索部３８を備える。構造検索部３８は、翻訳メモ
リ装置の検索入力文をデータ互換処理部１８を経由して機械翻訳装置に渡して解析結果を
取得し、この解析結果を検索キーとして解析済み対訳文データベースから構造の似た対訳
文を検索して表示させる。このため対訳データベースの検索が翻訳対象文の表層的なマッ
チングではなく、構造の似た対訳文も検索できる。
【００２３】
本発明の翻訳支援装置において、更に、指定された用語の用例を検索して表示する表現検
索部４０を設ける。このため機械翻訳装置でも翻訳メモリ装置のいずれでも正しい対訳語
句がでないような場合、この語句を含む例文を検索して表示させることで、翻訳効率が向
上する。
【００２４】
本発明の翻訳支援装置において、更に、確信度設定部４２を設ける。確信度設定部４２は
、翻訳メモリ装置と機械翻訳装置で同時に翻訳する際に、翻訳メモリ装置からの確信度を
示す点数をつけた翻訳候補の出力表示に対し、機械翻訳装置から出力された訳文候補に確
信度を示す点数を付けて表示させる。
【００２５】
これは翻訳メモリ装置は翻訳候補に確信度を付けて表示しているが、機械翻訳装置は、翻
訳候補の確信度は表示されないので、これに確信度を付けて同時に表示することで、翻訳
メモリ装置と機会翻訳装置の翻訳候補の中から確信度の高い正しい翻訳結果を即時に見分
けることができる。
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【００２６】
本発明の翻訳支援装置は、更に、翻訳する前に翻訳対象文書の大意を表示する要約作成部
４４を設ける。このため膨大な翻訳作業の際に翻訳対象文書から要約が作成され、この要
約を翻訳してみることで、その後の翻訳作業が予測でき、翻訳がしやすくなる。
【００２７】
本発明の翻訳支援装置は、更に、翻訳対象文書の文字数、単語数、表現等を含む文書情報
を計算して出現頻度順に表示させる概要計算部４６を設ける。このような翻訳対象文に関
する文書情報が自動的に表示されることで、予めどういう語句や表現に注意して翻訳すれ
ばよいかが、一目瞭然となる。
【００２８】
本発明の翻訳支援装置において、インターフェース部１０は、翻訳対象文を表示する原文
表示部２０と、翻訳した翻訳文を表示するシステム出力表示部２４と、機械翻訳、翻訳メ
モリ検索、構造検索、用語検索を含む編集指示を行う訳編集部２２とを備える。
【００２９】
このインタフェース部はユーザに対し翻訳作業画面として表示され、同じ画面上に原文、
翻訳文及び編集ツールが表示されることで、機械翻訳装置と翻訳メモリ装置を連携させた
翻訳作業を効率良く行うことができる。
【００３０】
本発明は、翻訳支援方法を提供する。この翻訳支援方法は、ある言語の文書を他の言語の
文書に機械翻訳装置で翻訳し、対訳情報を蓄積した対訳データベースの検索によりある言
語の文書を他の言語の文書に翻訳メモリ装置で翻訳し、機械翻訳装置で翻訳した対訳情報
と翻訳メモリ装置で翻訳した対訳情報をデータ互換可能に共通化して相互に対訳情報とし
て取り込むことを特徴とする。
【００３１】
また翻訳支援方法は、対訳データベースには、翻訳メモリ装置で使用する対訳文データベ
ースと対訳文を形態素解析や構文解析などによって解析した解析済み対訳文データベース
、及び機械翻訳装置で使用する対訳語句と対訳パターンを登録した辞書が設けられ、機械
翻訳装置で得られた対訳文、又は翻訳メモリ装置で得られた対訳文を修正したものを互換
データに変換して対訳文データベースに追加し、翻訳メモリ装置で得られた対訳文または
ユーザが翻訳した対訳文を前記対訳文データベースに追加すると共に対訳文を解析して得
た解析済み対訳文を前記解析済み対訳文データベースに追加し、更に解析済み対訳文から
対訳語句及び又は対訳パターンを抽出して機械翻訳装置の辞書に追加することを特徴とす
る。
【００３２】
翻訳支援方法は、更に、解析済み対訳文から自動抽出された対訳語句候補や対訳パターン
候補に確信度を付して表示させる。
【００３３】
翻訳支援方法は、更に、翻訳メモリ装置に翻訳を要求した際に、入力文による対訳データ
ベースの検索で類似文を検索すると共に、機械翻訳装置に入力文を渡して解析結果を取得
し、対 ースの検索結果と機械翻訳装置から取得した解析結果を比較して相違す
る入力語句を機械翻訳装置に渡して対訳語句を取得して対訳類似文の相違語句を置換する
類似文翻訳を行う。
【００３４】
翻訳支援方法は、更に、翻訳メモリ装置の検索入力文をデータ互換処理部を経由して機械
翻訳装置に渡して解析結果を取得し、この解析結果を検索キーとして解析済み対訳文デー
タベースから構造の似た対訳文を検索して表示させる。
【００３５】
翻訳支援方法は、更に、指定された用語の用例を検索して表示する。翻訳支援方法は、更
に、翻訳メモリ装置と機械翻訳装置で同時に翻訳する際に、翻訳メモリ装置からの確信度
を示す点数をつけた翻訳候補の出力表示に対し、機械翻訳装置から出力された訳文候補に
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確信度を示す点数を付けて表示させる。
【００３６】
翻訳支援方法は、更に、翻訳する前に翻訳対象文書の大意を示す要約を表示する。翻訳支
援方法は、更に、翻訳対象文書の文字数、単語数、表現を含む文書情報を計算して出現頻
度順に表示させる。
【００３７】
翻訳支援方法は、インターフェース部に、翻訳対象文を原文表示部 表示し、翻訳した翻
訳文をシステム出力表示部に表示し、機械翻訳、翻訳メモリ検索、構造検索、用語検索を
含む訳編集部から編集指示を行わせる。
【００３８】
本発明は、翻訳支援プログラムを提供する。この翻訳支援プログラムは、コンピュータに
、ある言語の文書を他の言語の文書に機械翻訳により翻訳させ、対訳情報を蓄積した対訳
データベースの検索によりある言語の文書を他の言語の文書に翻訳メモリ装置により翻訳
させ、機械翻訳装置で翻訳した対訳情報と翻訳メモリ装置で翻訳した対訳情報をデータ互
換可能に共通化して相互に対訳情報としての取り込むことを実行させる。この翻訳支援プ
ログラムの詳細は、翻訳支援方法と基本的に同じになる。
【００３９】
【発明の実施の形態】
図２は本発明による翻訳支援装置の機能構成のブロック図である。図２において、本発明
の翻訳支援装置の基本構成は、インタフェース部１０、機械翻訳装置１２、翻訳メモリ装
置１４、対訳データベース１６、データ互換処理部１８及び類似文翻訳部３６で構成され
る。
【００４０】
これに加え本発明の翻訳支援装置にあっては、支援機能を更に強化するために、構造検索
部３８、表現検索部４０、確信度設定部４２、要約作成部４４、概要計算部４６を設ける
ことができる。
【００４１】
インタフェース部１０は原文表示部２０、訳編集部２２及びシステム出力表示部２４を備
え、翻訳対象文書１５の入力及び翻訳結果の翻訳文書２５に対する出力を行う。このイン
タフェース部１０としては、例えば図３のような翻訳作業画面１１が準備されている。
【００４２】
図３の翻訳作業画面１１は、原文表示部２０、訳編集部２２、機械翻訳表示部２４－１、
翻訳メモリ表示部２４－２及び対訳データベースマッチ文表示部３５を備えている。原文
表示部２０には図２の翻訳対象文書１５が表示される。
【００４３】
訳編集部２２には編集表示部１０６が設けられ、その下にユーザが翻訳動作を指示するた
めの制御釦として翻訳釦１０８、翻訳メモリ釦１１０、機械翻訳釦１１２、構造検索釦１
１４、用語検索釦１１６、上書き釦１１８が設けられる。
【００４４】
このうち翻訳釦１０８を操作すると、翻訳メモリ釦１１０、機械翻訳釦１１２、構造検索
釦１１４及び用語検索釦１１６の全てを操作したと同じ翻訳動作が行われる。
【００４５】
機械翻訳表示部２４－１には、翻訳対象文としての原文と機械翻訳された訳文が表示され
る。翻訳メモリ表示部２４－２には、翻訳したい文と対訳データベース１６の検索で取得
された類似文、更に対訳文が表示される。対訳データベースマッチ文表示部３５には、翻
訳メモリ装置１４による対訳データベース１６の検索でマッチした対訳文の複数候補が表
示される。図４は、図３の翻訳作業画面１１を使用した翻訳作業中の表示の一例である。
【００４６】
再び図２を参照するに、機械翻訳装置１２は機械翻訳部３０、対訳パターン辞書３２、対
訳語句辞書３４を備えており、インタフェース部１０よりの翻訳要求に対し、翻訳対象文
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書１５を取り込んで対象文ごとに構文構造の解析を行い、対訳パターン辞書３２及び対訳
語句辞書３４の検索で対訳パターン及び対訳語句を取得し、更に意味処理を加えて対訳文
を作成する。
【００４７】
機械翻訳装置１２としては、独立した機械翻訳プログラムの実行で実現され、例えば富士
通株式会社製「ＡＴＬＡＳ」などを使用することができる。
【００４８】
翻訳メモリ装置１４は、インタフェース部１０からのユーザによる翻訳要求に対し翻訳対
象文書１５から対象文書を切り出し、この対象文書を検索入力文として検索データベース
１６－１を検索し、翻訳対象文の原言語の文に近い対訳文を取得する。この翻訳メモリ装
置１４も機械翻訳装置１２と同様、独立したプログラムとして実現されており、例えばＴ
ＲＡＤＯＳ社製の「Ｔｒａｎｓｌａｔｏｒｓ　Ｗｏｒｋｂｅｎｃｈ」を使用することがで
きる。
【００４９】
対訳データベース１６には、検索データベース１６－１の対訳文データベース２６と解析
済み対訳文データベース２８、および機械翻訳装置１２側の対訳パターン辞書３２と対訳
語句辞書３４が含まれる。このうち対訳文データベース２６及び解析済み対訳文データベ
ース２８は、翻訳メモリ装置１４の検索メモリとして使用される。
【００５０】
また機械翻訳装置１２に設けている対訳パターン辞書３２及び対訳語句辞書３４は、機械
翻訳部３０による機械翻訳に使用されるものであるが、データ互換処理部１８を介して機
械翻訳装置１２と翻訳メモリ装置１４のデータの共通化を図ることにより、対訳パターン
辞書３２及び対訳語句辞書３４もデータ互換処理部１８を経由して、対訳データベース１
６の範疇に機能的に含まれることになる。
【００５１】
データ互換処理部１８は、機械翻訳装置１２で得られた対訳情報と翻訳メモリ装置１４で
得られた対訳情報を両者のデータ共通化により、それぞれの対訳情報として活用できるよ
うに対訳データベース１６を構築する。
【００５２】
即ちデータ互換処理部１８は、翻訳メモリ装置１４で翻訳した対訳文またはユーザが翻訳
した対訳文を解析し、解析済み対訳文データベース２８に追加し、更に解析済み対訳文か
ら対訳パターン及び対訳語句を抽出し、機械翻訳装置１２側の対訳パターン辞書３２及び
対訳語句辞書３４に追加する。
【００５３】
また機械翻訳装置１２で機械翻訳が行われ、ユーザによる修正なりを経て翻訳が確定する
と、データ互換処理部１８は、確定した対訳文を対訳文データベース２６及び解析済み対
訳文データベース２８に登録し、同時に対訳パターン辞書３２及び対訳語句辞書３４にも
対訳パターン及び対訳語句を追加登録することになる。
【００５４】
このようなデータ互換処理部１８による機械翻訳結果及び翻訳メモリ検索結果のそれぞれ
の対訳情報への反映により、翻訳メモリ装置１４で蓄積した対訳文情報を機械翻訳装置１
２が活用でき、同時に機械翻訳装置１２の翻訳結果を翻訳メモリ装置１４側で活用するこ
とができる。
【００５５】
類似文翻訳部３６は、翻訳メモリ装置１４に対する翻訳要求に対する対訳文データベース
２６の検索で類似文を取得した際に、翻訳対象文となる検索入力文と解析構造を比較して
相違する語句を抽出し、この語句を機械翻訳装置１２を使用して翻訳して類似文の対訳文
の相違する語句を置き換えることで対訳文を得るようにしている。
【００５６】
このため、翻訳メモリ装置１４による対訳データベース１６の検索で１または複数の僅か
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な語句が相違している類似文の対訳結果が得られた場合にも、対訳結果の中の相違する部
分についてのユーザ修正を必要とすることなく、機械翻訳装置１２との連携で自動的に修
正翻訳され、これによって翻訳メモリ装置１４の翻訳効率を大幅に高めることができる。
【００５７】
更に本発明の翻訳機能を高めるために設けている構造検索部３８、表現検索部４０、確信
度設定部４２、要約作成部４４及び概要計算部４６について簡単に説明すると次のように
なる。
【００５８】
構造検索部３８は、インタフェース部１０で入力した翻訳対象文の構造を解析し、その構
造に近い対訳文を対訳データベース１６から検索して表示する。この構造検索部３８によ
る検索結果は、図３の翻訳作業画面１１の対訳データベースマッチ文表示部３５に例えば
図４の作業画面のように表示される。
【００５９】
表現検索部４０は、本発明の翻訳支援装置の対訳データベース１６に機能構成として含ま
れる機械翻訳装置１２の対訳パターン辞書３２や対訳語句辞書３４、更には必要に応じて
インターネット４５から用語の用例や表現を検索して、翻訳作業画面に必要に応じて表示
する。
【００６０】
確信度設定部４２は、インタフェース部１０より機械翻訳装置１２と翻訳メモリ装置１４
の両方に対し同じ翻訳対象文書に対する翻訳要求が行われた際に、翻訳メモリ装置１４に
あっては翻訳結果について予め確信度を付して出力表示しているが、機械翻訳装置１２の
翻訳結果についてはこの確信度の表示がないことから、確信度設定部４２によって機械翻
訳装置１２の翻訳結果についても確信度を付けて、インタフェース部１０として実現され
る作業画面上に翻訳メモリ装置１４の翻訳結果と機械翻訳装置１２の翻訳結果につき、両
方について確信度を例えばパーセント表示で示して表示させ、ユーザによってどちらの翻
訳結果が使えるかどうかを判断させるようにしている。
【００６１】
要約作成部４４は、膨大な翻訳対象文書１５を扱う際に動作することで要約文書を作成し
、この自動的に作成された要約文書について翻訳結果を得ることで、その後の翻訳作業の
様子がユーザに分かり、翻訳作業をより進め易くさせることができる。
【００６２】
概要計算部４６は、翻訳を行おうとする翻訳対象文書１５について単語や表現の出現数を
計算し、出現順に表示する。また翻訳対象文書の対訳データベース１６に対するマッチ率
などを計算して表示することもできる。なお、これらの各処理部の機能は後の説明で更に
明らかにされる。
【００６３】
図５は、図２のデータ互換処理部１８による対訳データベース作成処理のフローチャート
である。データ互換処理部１８は、まずステップＳ１で対訳文を対訳データベースに蓄積
する処理を行う。本発明の翻訳支援装置を立ち上げた初期段階では対訳文の蓄積がないこ
とから、過去に翻訳した翻訳文書２５から対訳文を抽出し、対訳文データベース２６に蓄
積する。図６は、対訳文データベース２６に蓄積する対訳文レコード４８であり、翻訳対
象文５０とその対訳文５２の組合せで構成されている。
【００６４】
再び図５を参照するに、抽出した対訳文の対訳文データベース２６に対する蓄積が済むと
、ステップＳ２で対訳文を機械翻訳装置１２に引き渡して構造を解析し、解析結果を解析
済み対訳文データベース２８に蓄積する。この解析済み対訳文としては、図６の翻訳対象
文５０の構造解析で得られた図７の解析情報付き翻訳対象文５４を解析済み対訳文データ
ベース２８に登録することになる。
【００６５】
ここで解析済み対訳文データベース２８に登録している解析情報付き翻訳翻訳対象文は、
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対訳文データベース２６の対応する対訳文レコードとリンク関係が作られている。
【００６６】
次に図５のステップＳ３で、解析済み対訳文データベース２８の解析済み対訳文から頻出
する表現を抽出し、最終的な決定はユーザが登録するか否か判断した後、決定した表現を
対訳パターン辞書３２に登録する。またステップＳ４で同様に解析済み対訳文から頻出す
る表現を抽出し、最終的な決定はユーザが行った後、決定した語句を対訳語句辞書３４に
登録する。
【００６７】
更に対訳文データベース２６に翻訳メモリ装置１４で既に対訳文を蓄積していた場合には
、対訳文データベース２６に蓄積した日本語を書式変換し、対訳パターン辞書３２や対訳
語句辞書３４に登録する処理をステップＳ５で行う。
【００６８】
このようなデータ互換処理部１８による対訳データベース１６の作成処理は、本発明の翻
訳支援装置の立ち上げ時はもちろんのこと、機械翻訳装置１２で翻訳結果が決定されるご
と、あるいは翻訳メモリ装置１４で同じく翻訳結果が決定されるごとに、取得された対訳
文を対象に対訳文データベース２６への登録、解析済み対訳文データベース２８への登録
、対訳パターン辞書３２への登録、更に対訳語句辞書３４への登録をダイナミックに行う
。
【００６９】
図８は、図７の解析情報付き翻訳対象文５４に基づいて抽出された対訳語句の一例であり
、図８（Ａ）の対訳語句５６及び図８（Ｂ）の対訳語句６２が、この場合には抽出され、
機械翻訳装置１２側の対訳語句辞書３４に登録される。
【００７０】
また図９は、図６の対訳文レコード４８及び図７の解析情報付き翻訳対象文５４から抽出
された対訳パターンであり、翻訳対象パターン７０とこれに対応する対訳パターン７２の
組でなる対訳パターンレコード６８を対訳パターン辞書３２に登録する。
【００７１】
図１０はデータ互換処理部１８による対訳データベース作成処理の他の実施形態のフロー
チャートである。この実施形態にあっては解析済み対訳文から頻出する表現や対訳パター
ン、更には翻訳メモリ装置で蓄積した対訳文データベース２６の用語について、ユーザに
対しそれぞれの確信度をつけて表示し、この確信度に基づいてユーザが辞書登録するか決
めるようにしたことを特徴とする。
【００７２】
図１０において、ステップＳ１，Ｓ２は図５の対訳データベース作成処理と同じであり、
ステップＳ３で解析済み対訳文から頻出する表現を抽出すると、ステップＳ４でユーザに
対し抽出した表現に確信度を付けて表示する。このためユーザは、抽出した表現に付けら
れた確信度を見て対訳パターン辞書３２に登録するか否か決めることができる。ユーザが
確信度により抽出された表現を登録する指示を行うと、ステップＳ５で選択指定された表
現を対訳パターン辞書３２に登録する。
【００７３】
ステップＳ６～Ｓ８は解析済み対訳文から抽出した語句の対訳語句辞書３４に対する登録
であり、ステップＳ７で抽出語句に確信度を付して表示することでユーザが登録するか否
か判断し、登録を指示した場合にはステップＳ８で、選択指定された語句を対訳語句辞書
３４に登録することになる。
【００７４】
更にステップＳ９，Ｓ１０にあっては、翻訳メモリ装置１４のメモリ側となる対訳文デー
タベース２６の用語について同じく確信度を付してユーザに表示し、ユーザが選択指定し
た用語を書式変換して対訳語句辞書３４に登録している。
【００７５】
このように解析済み対訳文から抽出した表現や語句に確信度を付けた場合には、確信度が
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高い表現や語句については自動的に辞書登録する処理を行うこともできる。
【００７６】
図１１は、図２の類似文翻訳部３６の処理内容を説明している。類似文翻訳部３６にあっ
ては、翻訳メモリ装置１４に対する翻訳要求で入力された例えば図１１（Ａ）のような翻
訳対象文７４を検索キーとして対訳データベース１６を参照し、対訳文データベース２６
から類似文７６を取得したとする。
【００７７】
この類似文７６については、同時に解析済み対訳文データベース２８の検索によって解析
済み対訳文が得られている。この解析済み対訳文は図１１（Ｂ）のように、解析済み単語
対応データ８２として使用することができる。この解析済み単語対応データ８２において
、翻訳対象類似文８４における主語、動詞、目的語が類似対訳文８６における主語、動詞
、目的語に実線で示すように対応付けされている。
【００７８】
一方、図１１（Ａ）の入力された翻訳対象文７４については、その構造が判明していない
ことから、機械翻訳装置１２側に送って文の構造を解析し、解析済み翻訳対象文を取得す
る。
【００７９】
そして解析済み翻訳対象文と既に構造解析が済んでいる類似文７６とを構造的に比較する
ことによって、翻訳対象文と翻訳対象類似文の差分となる相違点として「Ｗｅ」と「Ｔｏ
ｋｙｏ」を抽出することができる。このようにして抽出された相違点「Ｗｅ」と「Ｔｏｋ
ｙｏ」は機械翻訳装置１２に渡され、辞書検索によって対訳語句として「我々」と「東京
」を取得する。
【００８０】
そして類似文７６における対訳類似文の相違点である「私」と「横浜」について、機械翻
訳装置１２の翻訳結果として得られた「我々」と「東京」を入れ替える置換を行うことで
、入力した翻訳対象文７４に対応する訳文８０を自動的に得ることができる。
【００８１】
図１２は、図２の類似 ３６による類似文検索処理のフローチャートである。まず
ステップＳ１で翻訳メモリ装置１４に対し翻訳要求のあった翻訳対象文を取り込み、ステ
ップＳ２で翻訳対象文を検索キーとして対訳データベース１６の対訳文データベース２６
及び解析済み対訳文データベース２８を検索し、類似文を取得する。
【００８２】
次にステップＳ３で翻訳対象文を機械翻訳装置１２で解析し、解析済みの検索類似文と翻
訳対象文の間で解析構造を比較して相違点を抽出する。続いてステップＳ５で、相違点と
して抽出された語句を機械翻訳装置１２の辞書引きで翻訳する。最終的にステップＳ６で
、機械翻訳装置１２の辞書引きで得られた翻訳結果を類似文対訳文の相違部分に入れる置
換を行って翻訳結果を出力表示する。
【００８３】
図１３は同じ翻訳対象文書について、図２の本発明による翻訳支援装置における機械翻訳
装置１２と翻訳メモリ装置１４に対し翻訳要求を行った場合の処理動作のタイムチャート
である。
【００８４】
図１３において、インタフェース部１０が翻訳処理動作の全体的な制御管理を行うメイン
ルーチンとして動作する。即ちインタフェース部１０は、例えば図３のような翻訳作業画
面１１として提供されていることから、ユーザはこの翻訳作業画面１１の訳編集部２２の
操作機能を使用して翻訳動作を行わせる。
【００８５】
具体的には、翻訳対象文書を入力した状態でユーザが図１１の翻訳作業画面１１における
訳編集部２２の翻訳釦１０８をクリックすると、図１３のインタフェース部１０によるメ
インルーチンのステップＳ１の翻訳要求が機械翻訳装置１２に対し行われ、同時にステッ
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プＳ３の翻訳要求が翻訳メモリ装置１４に対し行われることになる。
【００８６】
なお図１３のタイムチャートにあっては、機械翻訳装置と翻訳メモリ装置の翻訳操作を分
離するため翻訳要求が順番に出され、それに対する応答が得られるようにしているが、実
際には機械翻訳装置１２と翻訳メモリ装置１４は同時に行われたステップＳ１，Ｓ３の翻
訳要求に対し並列的に動作して翻訳結果を返すようになる。
【００８７】
ステップＳ１の翻訳要求が機械翻訳装置１２に与えられると、ステップＳ１０１で翻訳対
象文の構造解析で得られた表現と語句について対訳パターン辞書３２と対訳語句辞書３４
の検索を対訳データベース１６に対し行う。
【００８８】
対訳データベース１６側にあっては、ステップＳ３０１で辞書検索の結果を機械翻訳装置
１２に応答し、これに基づき機械翻訳装置１２にあっては翻訳対象 の機械翻訳をステッ
プＳ１０２で行い、翻訳結果をインタフェース部１０に送って、ステップＳ２で機械翻訳
による翻訳結果の表示を行う。
【００８９】
一方、ステップＳ３で翻訳メモリ装置１４に対し同じ翻訳対象文についての翻訳要求が行
われ、翻訳メモリ装置１４はステップＳ２０１で翻訳対象文を検索キーとして対訳データ
ベース１６に設けている対訳文データベース２６及び解析済み対訳文データベース２８に
対し検索要求を行う。
【００９０】
この検索要求に対し対訳データベース１６は、対訳文データベース２６及び解析済み対訳
文データベース２８の検索結果をステップＳ３０２で翻訳メモリ装置１４に応答する。対
訳データベース１６からの応答結果が類似文であったとすると、ステップＳ２０２で翻訳
対象文と検索対象文の相違点を構造解析の結果によって比較して相違点を検出する。この
場合、ステップＳ１０２における機械翻訳処理において、翻訳対象文については構造の解
析結果が得られていることから、改めて機械翻訳装置１２に構造解析を要求する必要はな
い。
【００９１】
ステップＳ２０３では比較により検出した相違点となる語句の辞書引きを機械翻訳装置１
２に要求し、ステップＳ１０３で辞書引きを行って結果を翻訳メモリ装置１４に返し、こ
れを受けて翻訳メモリ装置１４はステップＳ２０４で辞書引き結果を相違点の対訳文と置
き換えて翻訳を行う。
【００９２】
この翻訳結果はインタフェース部１０に送られ、ステップＳ４で翻訳メモリ装置１４によ
る翻訳結果、この場合には類似文翻訳文３６による翻訳結果が表示される。このためステ
ップＳ３の翻訳要求からステップＳ４の翻訳結果が表示されるまでの間 のブロ
ック８７で囲んだ部分の処理が、図２の類似文翻訳部３６による処理に相当する。
【００９３】
ステップＳ５にあっては、ステップＳ２の機械翻訳装置１２による翻訳結果についてユー
ザがその修正を行って確定すると、修正確定した翻訳結果が機械翻訳装置１２に通知され
、ステップＳ１０４で対訳データベースの更新要求が対訳データベース１６に対し行われ
る。
【００９４】
これを受けて対訳データベース１６にあっては、ステップＳ３０３で対訳データベース１
６の更新を行う。具体的には、翻訳結果の解析済み対訳文に基づき表現や語句を抽出し、
対訳パターン辞書３２や対訳語句辞書３４に登録する。また確定した対訳文を対訳文デー
タベース２６に追加し、更にその解析済み対訳文を解析済み対訳文データベース２８に登
録する。
【００９５】
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またインタフェース部１０のステップＳ６で、ステップＳ４で得られた翻訳結果のメモリ
追加要求がユーザにより行われると、翻訳メモリ装置１４に対し追加要求が行われ、ステ
ップＳ２０５で対訳データベース１６に対し更新要求を行う。
【００９６】
この更新要求を受けて対訳データベース１６にあっては、対訳文の対訳文データベース２
６への追加、解析済み対訳文の解析済み対訳文データベース２８への追加、更に構造解析
済みの対訳文から抽出した表現や語句をデータ互換処理部１８でデータ形式を変換して機
械翻訳装置１２の対訳パターン辞書３２や対訳語句辞書３４に登録することで、対訳デー
タベース１６の更新を行う。
【００９７】
図１４は、図２の本発明による翻訳支援装置に設けた構造検索部３８による構造検索処理
のフローチャートである。構造検索部３８は、翻訳メモリ装置１４の翻訳機能を支援する
。即ち、翻訳メモリ装置１４により対訳データベース１６に対し翻訳対象文を検索キーと
して似たものを検索した場合、構造的には近いにも関わらず表層的な文字列として似てい
ない文を検索することができない。
【００９８】
そこで構造検索部３８にあっては、入力した翻訳対象文を機械翻訳装置１２に引き渡して
構造の解析を行わせ、解析済み翻訳対象文を取得し、この解析済み翻訳対象文を検索キー
として対訳データベース１６における解析済み対訳文データベース２８を含めて検索する
ことで、対訳データベース１６から構造が似た文を検索して出力することができ、これに
よって翻訳メモリ装置１４の対訳データベースの検索でのマッチ文の深さを十分にとるこ
とができる。
【００９９】
この構造検索部３８の図１４の処理にあっては、まずステップＳ１で翻訳対象文について
機械翻訳装置と連携して構造を解析し、ステップＳ２で解析結果を検索キーとして解析済
み対訳文データベースから構造の似た文を検索してインタフェース部１０に出力して表示
させたり、類似文翻訳部３６に対する類似文として提供して類似文翻訳を行わせることが
できる。
【０１００】
図１５は、図２の表現検索部４０による処理のフローチャートである。この表現検索処理
にあっては、ステップＳ１で検索を必要とする対象語句を入力すると、この入力した対象
語句を検索キーとして対訳データベース１６を検索し、対象語句を含む原文とその対訳文
を検索してインタフェース部１０に表示する。この場合、ステップＳ２にあっては更に、
インターネット４５に対し検索キーとして対象語句を送信し、この語句や表現を含む例文
を検索することもできる。
【０１０１】
この表現検索部４０の機能は例えば、ある英文を日本文に翻訳した場合、翻訳メモリ装置
１４で検索しても機械翻訳装置１２で翻訳しても正しい翻訳結果が得られず、翻訳結果が
違っていることが分かるが、翻訳対象英文の言っている表現をどのように翻訳すべきか分
からない場合、表現検索部４０による検索で例文が表示されることにより翻訳作業の効率
を向上することができる。
【０１０２】
図１６は、図２の確信度設定部４２による表示内容の説明図である。図２の翻訳メモリ装
置１４にあっては、翻訳結果についてその確信度が併せて表示される。これに対し機械翻
訳装置１２にあっては確信度は表示されない。
【０１０３】
このため、インタフェース部１０から翻訳メモリ装置１４と機械翻訳装置１２の両方に対
し同じ翻訳対象文についての翻訳要求を行った場合、翻訳結果として２つの翻訳結果を並
べて表示する場合、翻訳メモリ装置１４の翻訳結果については確信度が表示されているが
、機械翻訳装置１２の翻訳結果については確信度の表示がなく、ユーザはどちらの翻訳結
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果を選択するか迷うことになる。
【０１０４】
そこで確信度設定部４２は、機械翻訳装置１２の翻訳結果について確信度を付して表示す
る。
【０１０５】
図１６にあっては、翻訳対象文８８について、機械翻訳装置１２により得られた出力表示
部９０の翻訳結果９２につき機械翻訳であることを示す記号「ＭＴ」に続いて確信度設定
部４２で付加した確信度として１００％が設けられ、その後ろに対訳文が表示される。
【０１０６】
この出力表示部９０は、翻訳メモリ装置１４により得られた翻訳結果９４，９６

あることを示す記号「ＴＭ」の後ろに確信度として７８％，４２％が示され、その
後ろに対象文と対訳文が表示されている。
【０１０７】
このように出力表示部９０に機械翻訳の結果と翻訳メモリによる翻訳結果が混在する場合
にも、機械翻訳の翻訳結果９２につき確信度設定部４２で確信度が付されることで、ユー
ザは両者の翻訳結果につき確信度を見て翻訳候補の中から翻訳結果を適切に選択して確定
することが可能となる。
【０１０８】
図１７は、図２の概要計算部４６による表示内容の説明図である。概要計算部４６にあっ
ては、翻訳対象文書１５を対象に、この実施形態にあっては語句、表現、更に翻訳メモリ
装置１４側におけるマッチ率を計算して表示する
図１７の頻出語リスト１００にあっては、出現頻度の高い順に計算された語句がリスト表
示される。また頻出表現リスト１０２にあっては、出現頻度の高い順に対訳パターンと同
じ形式で表現がリスト表示される。更に翻訳メモリのマッチ率１０４として、翻訳対象文
書中のマッチ文の数とマッチ率がマッチ率の高い順にリスト表示される。
【０１０９】
このような本発明の概要計算部４６による表示部９８をユーザが見ることで、翻訳対象文
書について予めどういう単語や表現に注意して翻訳すれば良いかが一目瞭然であり、また
翻訳メモリ装置１４を使用した場合の翻訳結果もマッチ率から予想でき、機械翻訳装置１
２と翻訳メモリ装置１４の両方もしくはいずれか一方を使った翻訳作業などの選択が適切
にできる。
【０１１０】
図１８は、本発明のインタフェース部１０として使用される翻訳作業画面の他の実施形態
の説明図である。この翻訳作業画面１２０にあっては、原文表示部１２４と訳編集部１２
２を設けており、訳編集部１２２を使用して翻訳作業を進めることができる。
【０１１１】
図１９は翻訳作業画面１２０の作業中の一例であり、原文表示部１２４に翻訳対象文書が
表示され、訳編集部１２２に構造解析された翻訳対象文書が表示される。この訳編集部１
２２の表示につき、例えば反転部１２６に示すように翻訳箇所を指定すると、翻訳ウィン
ドウ１２８に確信度と共に複数の翻訳結果が表示され、例えば確信度１００％の翻訳結果
を選択することで、編集作業を進めながら翻訳を行うようになる。
【０１１２】
もちろん翻訳作業画面は上記の実施形態に限定されず、必要に応じて適宜のユーザインタ
フェースとして最適な画面構成を作ることができる。
【０１１３】
また本発明は翻訳支援プログラムを提供するものであり、その実施形態は図２の機械翻訳
装置１２及び翻訳メモリ装置１４が独立したプログラムとして動作することから、それ以
外のデータ互換処理部１８、類似文翻訳部３６を基本とした図５の対訳データベース作成
処理のフローチャート及び図１２の類似文翻訳処理のフローチャートを実現するプログラ
ムとして実現される。
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【０１１４】
この翻訳支援プログラムには更に、図２の構造検索部３８の機能を実現するプログラム、
表現検索部４０の機能を実現するプログラム、確信度設定部４２の機能を実現するプログ
ラム、要約作成部４４の機能を実現するプログラム、更に概要計算部４６の機能を実現す
るプログラムを、支援プログラムとして必要に応じて加えることができる。
【０１１５】
なお、本発明は上記の実施形態に限定されず、その目的と利点を損なわない適宜の変形を
含む。また本発明は上記の実施形態に示した数値による限定は受けない。
【０１１６】
（付記１ )
翻訳対象文書の入力、翻訳文書の出力及び翻訳制御に関する入出力指示を行うインタフェ
ース部と、
ある言語の文書を他の言語の文書に翻訳する機械翻訳装置と、
対訳情報を蓄積した対訳データベースと、
前記対訳データベースの検索によりある言語の文書を他の言語の文書に翻訳する作業を支
援する翻訳メモリ装置と、
前記機械翻訳装置で翻訳した対訳情報と前記翻訳メモリ装置で翻訳した対訳情報を共通化
して相互に対訳情報としての取り込みを可能するデータ互換処理部と、を備えたことを特
徴とする翻訳支援装置。（１）
【０１１７】
（付記２ )
付記１記載の翻訳支援装置において、
前記対訳データベースには、前記翻訳メモリ装置で使用する対訳文データベースと対訳文
を形態素解析や構文解析によって解析した解析済み対訳文データベース、及び前記機械翻
訳装置で使用する対訳語句と対訳パターンを登録した辞書が設けられ，
前記データ互換処理部は、前記機械翻訳装置で得られた対訳文又は前記翻訳メモリ装置で
得られた対訳文を修正したものを前記対訳文データベースに追加し、前記翻訳メモリ装置
で得られた対訳文またはユーザが翻訳した対訳文を前記対訳文データベースに追加すると
共に対訳文を解析して得た解析済み対訳文を前記解析済み対訳文データベースに追加し、
更に前記解析済み対訳文から対訳語句及び又は対訳パターンを抽出して前記機械翻訳装置
の辞書に追加することを特徴とする翻訳支援装置。（２）
【０１１８】
（付記３ )
付記２記載の翻訳支援装置において、更に、前記データ互換処理部は、前記解析済み対訳
文から自動抽出された対訳語句候補や対訳パターン候補に確信度を付して表示させること
を特徴とする翻訳支援装置。（３）
【０１１９】
（付記４ )
付記１記載の翻訳支援装置において、更に、前記翻訳メモリ装置に翻訳を要求した際に、
入力文による前記対訳データベースの検索で類似文を検索すると共に、前記機械翻訳装置
に入力文を渡して解析結果を取得し、前記対訳データベースの検索結果と前記機械翻訳装
置から取得した解析結果を比較して相違する入力語句を前記機械翻訳装置に渡して対訳語
句を取得して対訳類似文の相違語句を置換する類似文翻訳部を設けたことを特徴とする翻
訳支援装置。（４）
【０１２０】
（付記５ )
付記１記載の翻訳支援装置において、更に、前記翻訳メモリ装置の検索入力文を前記デー
タ互換処理部を経由して前記機械翻訳装置に渡して解析結果を取得し、該解析結果を検索
キーとして前記解析済み対訳文データベースから構造の似た対訳文を検索して表示させる
構造検索部を設けたことを特徴とする翻訳支援装置。（５）
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【０１２１】
（付記６ )
付記１記載の翻訳支援装置において、更に、指定された用語の用例を検索して表示する表
現検索部を設けたことを特徴とする翻訳支援装置。（６）
【０１２２】
（付記７ )
付記１記載の翻訳支援装置において、更に、前記翻訳メモリ装置と機械翻訳装置で同時に
翻訳する際に、前記翻訳メモリ装置からの確信度を示す点数をつけた翻訳候補の出力表示
に対し、前記機械翻訳装置から出力された訳文候補に確信度を示す点数を付けて表示させ
る確信度設定部を設けたことを特徴とする翻訳支援装置。（７）
【０１２３】
（付記８ )
付記１記載の翻訳支援装置において、更に、翻訳する前に翻訳対象文書の大意を表示する
要約作成部を設けたことを特徴とする翻訳支援装置。（８）
【０１２４】
（付記９ )
付記１記載の翻訳支援装置において、更に、翻訳対象文書の文字数、単語数、表現等を含
む文書情報を計算して出現頻度順に表示させる概要計算部を設けたことを特徴とする翻訳
支援装置。（９）
【０１２５】
（付記１０ )
付記１記載の翻訳支援装置において、前記インターフェース部が、翻訳対象文を表示する
原文表示部と、翻訳した翻訳文を表示するシステム出力表示部と、編集指示を行う訳編集
部とを備えたことを特徴とする翻訳支援装置。（１０）
【０１２６】
（付記１１ )
ある言語の文書を他の言語の文書に機械翻訳装置で翻訳し、
対訳情報を蓄積した対訳データベースの検索によりある言語の文書を他の言語の文書に翻
訳メモリ装置で翻訳し、
前記機械翻訳装置で翻訳した対訳情報と前記翻訳メモリ装置で翻訳した対訳情報をデータ
互換可能に共通化して相互に対訳情報としての取り込むことを特徴とする翻訳支援方法。
（１１）
【０１２７】
（付記１２ )
付記１１記載の翻訳支援方法において、
前記対訳データベースには、前記翻訳メモリ装置で使用する対訳文データベースと対訳文
を形態素解析や構文解析などによって解析した解析済み対訳文データベース、及び前記機
械翻訳装置で使用する対訳語句と対訳パターンを登録した辞書が設けられ，
前記機械翻訳装置で得られた対訳文又は前記翻訳メモリ装置で得られた対訳文環修正した
ものを互換データに変換して対訳文データベースに追加し、
前記翻訳メモリ装置で得られた対訳文またはユーザが翻訳した対訳文を前記対訳文データ
ベースに追加すると共に対訳文を解析して得た解析済み対訳文を前記解析済み対訳文デー
タベースに追加し、
更に前記解析済み対訳文から対訳語句及び又は対訳パターンを抽出して前記機械翻訳装置
の辞書に追加することを特徴とする翻訳支援方法。（１２）
【０１２８】
（付記１３ )
付記１２記載の翻訳支援方法において、更に、前記解析済み対訳文から自動抽出された対
訳語句候補や対訳パターン候補に確信度を付して表示させることを特徴とする翻訳支援方
法。
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【０１２９】
（付記１４ )
付記１１記載の翻訳支援方法において、更に、前記翻訳メモリ装置に翻訳を要求した際に
、入力文による前記対訳データベースの検索で類似文を検索すると共に、前記機械翻訳装
置に入力文を渡して解析結果を取得し、前記対訳データベースの検索結果と前記機械翻訳
装置から取得した解析結果を比較して相違する入力語句を前記機械翻訳装置に渡して対訳
語句を取得して対訳類似文の相違語句を置換する類似文翻訳を行うことを特徴とする翻訳
支援方法。（１３）
【０１３０】
（付記１５ )
付記１１記載の翻訳支援方法において、更に、前記翻訳メモリ装置の検索入力文を前記デ
ータ互換処理部を経由して前記機械翻訳装置に渡して解析結果を取得し、該解析結果を検
索キーとして前記解析済み対訳文データベースから構造の似た対訳文を検索して表示させ
ることを特徴とする翻訳支援方法。（１４）
【０１３１】
（付記１６ )
付記１１記載の翻訳支援方法において、更に、指定された用語の用例を検索して表示する
ことを特徴とする翻訳支援方法。
【０１３２】
（付記 1７ )
付記 1１記載の翻訳支援方法において、更に、前記翻訳メモリ装置と機械翻訳装置で同時
に翻訳する際に、前記翻訳メモリ装置からの確信度を示す点数をつけた翻訳候補の出力表
示に対し、前記機械翻訳装置から出力された訳文候補に確信度を示す点数を付けて表示さ
せることを特徴とする翻訳支援方法。（１５）
【０１３３】
（付記１８ )
付記１１記載の翻訳支援方法において、更に、翻訳する前に翻訳対象文書の大意を示す要
約を表示することを特徴とする翻訳支援方法。
【０１３４】
（付記１９ )
付記１１記載の翻訳支援方法において、更に、翻訳対象文書の文字数、単語数、表現を含
む文書情報を計算して出現頻度順に表示させることを特徴とする翻訳支援方法。
【０１３５】
（付記２０ )
付記１１記載の訳支援方法において、インターフェース部に、翻訳対象文を原文表示部を
表示し、翻訳した翻訳文をシステム出力表示部に表示し、訳編集部から編集指示を行うこ
とを特徴とする翻訳支援方法。
【０１３６】
（付記２１ )
コンピュータに、
ある言語の文書を他の言語の文書に機械翻訳により翻訳させ、
対訳情報を蓄積した対訳データベースの検索によりある言語の文書を他の言語の文書に翻
訳メモリ装置により翻訳させ、
前記機械翻訳装置で翻訳した対訳情報と前記翻訳メモリ装置で翻訳した対訳情報をデータ
互換可能に共通化して相互に対訳情報としての取り込むことを実行させる翻訳支援プログ
ラム。（１６）
【０１３７】
（付記２２ )
付記２１記載の翻訳支援プログラムにおいて、
前記機械翻訳装置で得られた対訳文を互換データに変換して対訳文データベースに追加し
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、
前記翻訳メモリ装置で得られた対訳文またはユーザが翻訳した対訳文を前記対訳文データ
ベースに追加すると共に対訳文を解析して得た解析済み対訳文を前記解析済み対訳文デー
タベースに追加し、
更に前記解析済み対訳文から対訳語句及び又は対訳パターンを抽出して前記機械翻訳装置
の辞書に追加することを前記コンピュータに実行させる翻訳支援プログラム。（１７）
【０１３８】
（付記２３ )
付記２２記載の翻訳支援プログラムにおいて、更に、前記解析済み対訳文から自動抽出さ
れた対訳語句候補や対訳パターン候補に確信度を付して表示させることを前記コンピュー
タに実行させる翻訳支援プログラム。
【０１３９】
（付記２４ )
付記 2１記載の翻訳支援プログラムにおいて、更に、前記翻訳メモリ装置に翻訳を要求し
た際に、入力文による前記対訳データベースの検索で類似文を検索すると共に、前記機械
翻訳装置に入力文を渡して解析結果を取得し、前記対訳ベースの検索結果と前記機械翻訳
装置から取得した解析結果を比較して相違する入力語句を前記機械翻訳装置に渡して対訳
語句を取得して対訳類似文の相違語句を置換することを前記コンピュータに実行させる翻
訳支援プログラム。（１８）
【０１４０】
（付記２５ )
付記２１記載の翻訳支援プログラムにおいて、更に、前記翻訳メモリ装置の検索入力文を
互換データに変換して前記機械翻訳装置に渡して解析結果を取得し、該解析結果を検索キ
ーとして前記解析済み対訳文データベースから構造の似た対訳文を検索して表示させるこ
とを前記コンピュータに実行させる翻訳支援プログラム。（１９）
【０１４１】
（付記２６ )
付記２１記載の翻訳支援プログラムにおいて、更に、指定された用語の用例を検索して表
示することを前記コンピュータに実行させる翻訳支援プログラム。
【０１４２】
（付記２７ )
付記２１記載の翻訳支援プログラムにおいて、更に、前記翻訳メモリ装置と機械翻訳装置
で同時に翻訳する際に、前記翻訳メモリ装置からの確信度を示す点数をつけた翻訳候補の
出力表示に対し、前記機械翻訳装置から出力された訳文候補に確信度を示す点数を付けて
表示させることを前記コンピュータに実行させる翻訳支援プログラム。（２０）
【０１４３】
（付記２８ )
付記２１記載の翻訳支援プログラムにおいて、更に、翻訳する前に翻訳対象文書の大意を
示す要約を表示することを前記コンピュータに実行させる翻訳支援プログラム。
【０１４４】
（付記２９ )
付記２１記載の翻訳支援プログラムにおいて、更に、翻訳対象文書の文字数、単語数、表
現を含む文書情報を計算して出現頻度順に表示させることを前記コンピュータに実行させ
る翻訳支援プログラム。
【０１４５】
（付記３０ )
付記２１記載の訳支援方法において、インターフェース部に、翻訳対象文を原文表示部を
表示し、翻訳した翻訳文をシステム出力表示部に表示し、訳編集部から編集指示を行うこ
とを特徴とする翻訳支援方法。
【０１４６】
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（付記３１ )
コンピュータに、
ある言語の文書を他の言語の文書に機械翻訳により翻訳させ、
対訳情報を蓄積した対訳データベースの検索によりある言語の文書を他の言語の文書に翻
訳メモリ装置により翻訳させ、
前記機械翻訳装置で翻訳した対訳情報と前記翻訳メモリ装置で翻訳した対訳情報法をデー
タ互換可能に共通化して相互に対訳情報としての取り込むこと、
を実行させる翻訳支援プログラムを記録したコンピュータ読取可能な記録媒体。
【０１４７】
【発明の効果】
以上説明してきたように本発明によれば、機械翻訳装置で得られた対訳情報が翻訳メモリ
装置で使用する対訳データベースに反映され、同時に翻訳メモリ装置の対訳データベース
に蓄積されている対訳情報が機械翻訳装置に反映され、それぞれの対訳情報が共通の資産
として活用できることで、翻訳作業の自動化が更に推し進められ、作業の効率化と翻訳品
質の向上を図ることができる。
【０１４８】
また翻訳メモリ装置の翻訳結果として単語が一語でも違うような類似文の検索結果が翻訳
結果として得られたような場合にも、機械翻訳装置との連携により検索された自動的に修
正されて正しい翻訳結果が得られることで、翻訳メモリ装置を使用した翻訳作業を効率化
でき、その翻訳結果が機械翻訳装置に反映されることで、より効率的な翻訳が実現できる
。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の原理説明図
【図２】本発明の実施形態となる機能構成のブロック図
【図３】本発明のインタフェース部で提供される翻訳作業画面の説明図
【図４】図３を使用した翻訳作業中の画面の説明図
【図５】本発明における対訳データベース作成処理のフローチャート
【図６】対訳データベースに蓄積する対訳文の説明図
【図７】対訳データベースに蓄積する解析情報付きの翻訳対象文の説明図
【図８】機械翻訳装置の辞書に追加する対訳語句の説明図
【図９】機械翻訳装置の辞書に追加する対訳パターンの説明図
【図１０】機械翻訳装置の辞書に追加する対訳語句や対訳パターンに確信度を表示する本
発明における対訳データベース作成処理のフローチャート
【図１１】本発明の類似文翻訳部による処理内容の説明図
【図１２】本発明の類似文翻訳処理のフローチャート
【図１３】本発明で機械翻訳装置と翻訳メモリ装置による翻訳を同時に行わせた場合の翻
訳から対訳データベース更新までの処理動作のタイムチャート
【図１４】本発明における構造検索処理のフローチャート
【図１５】本発明における表現検索処理のフローチャート
【図１６】本発明の確信度設定部により機械翻訳結果に確信度を付して翻訳メモリ装置の
確信度付き翻訳結果と同時表示する説明図
【図１７】本発明の概要計算部による翻訳対象文書に関する表示内容の説明図
【図１８】本発明のインタフェース部で提供される翻訳作業画面の他の実施形態の説明図
【図１９】図１８を使用した翻訳作業中の画面の説明図
【符号の説明】
１０：インタフェース部
１１：翻訳作業画面
１２：機械翻訳装置
１４：翻訳メモリ装置
１５：翻訳対象文書（原文）
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１６：対訳データベース
１６－１：検索データベース
１８：データ互換装置
２０：原文表示部
２２：訳編集部
２４：システム出力表示部
２４－１：機械翻訳表示部
２４－２：翻訳メモリ表示部
２５：翻訳文書
２６：対訳文データベースマッチ文表示部
２８：解析済み対訳文データベース
３０：機械翻訳部
３２：対訳パターン辞書
３４：対訳語句辞書
３５：対訳データベースマッチ文表示部
３６：類似文翻訳部
３８：構造検索部
４０：表現検索部
４２：確信度設定部
４４：要約作成部
４５：インターネット
４６：概要計算部
４８：対訳文レコード
５４：解析情報付き翻訳対象文
５６，６２：対訳語句
７０：翻訳対象パターン
７２：対訳パターン
７４：翻訳対象文
７６：類似文
８０：訳文
８２：解析済み単語対応データ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

(23) JP 3969628 B2 2007.9.5



【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】
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